
自主防災組織とは

自助 共助

公助

■災害発生時、被害の拡大を防ぐためには、国や都道府県、市町村の対応「公助」だけでは限界
があります。自分自身の身を守る「自助」とともに、普段から顔を合わせている地域や近隣の人
々が集まって、協力しながら防災活動に積極的に取り組むこと「共助」が必要です。

自分の身を自分の
努力によって守る

地域や近隣の人が
互いに協力し合う

国、都道府県、市町村等の行政、
消防機関による救助・援助等

地域の防災力

★「自分たちのまちは自分で守る」
という、地域住民の自衛意識と
連帯感に基づいて結成される防災
組織です。

★地域において「共助」の中核を
なす組織です。

★自治会等の地域で生活環境を共有
している住民等により結成、運営
されるのが望ましい。

「自主防災組織」

災害時の
被害を抑える

・阪神・淡路地震⇒消防、警察、自衛隊による救出は約２割
・東日本大地震⇒自治体庁舎や職員が被災
・熊本地震⇒避難所運営に多数の職員が忙殺


